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 図－5.3.2 洪水吐きコンソリデーショングラウチング計画図 
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※追加孔として一般孔の3割を積算数量として見込む。
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図－ 5.2.1 閉塞コンソリデーショングラウチング実績図【全孔マップ】[岩級区分図] 



7.2-3 

 
図- 7.2.2 閉塞カーテンライン断面図（岩級区分） 



6.1-3 

表－ 6.1.2 注入仕様の変遷経緯 
項目 当初(平成27年3月18日より施工) 第1回目変更(仕様変更日：平成27年4月20日) 第2回目変更(仕様変更日：平成27年4月24日) 第3回目変更(仕様変更日：平成27年6月17日) 

水押しお
よび透水
試験 

 
 ｽﾃｰｼﾞ 昇圧段階（Mpa） 

１ 
0→0.1→0.15→0.2→0.25→0.3 
→0.25→0.2→0.15→0.1→0 

透水 
試験 

2 
0→0.1→0.2→0.3→0.4→0.5 
→0.4→0.3→0.2→0.1→0 

１ 0→0.1→0.2→0.3→0 水押し 
2 0→0.1→0.3→0.5→0  

 
 ｽﾃｰｼﾞ 昇圧段階（Mpa） 

１ 
0→0.1→0.15→0.2→0.25→0.3 
→0.25→0.2→0.15→0.1→0 

透水 
試験 

2 
0→0.1→0.2→0.3→0.4→0.5 
→0.4→0.3→0.2→0.1→0 

１ 0→0.1→0.2→0.3→0 水押し 
2 0→0.1→0.3→0.5→0 

 
 

 
 ｽﾃｰｼﾞ 昇圧段階（Mpa） 

１ 
0→0.1→0.15→0.2→0.3→0.4→
0.3→0.2→0.15→0.1→0 

2 
0→0.1→0.2→0.3→0.4→0.6→
0.4→0.3→0.2→0.1→0 

3 
0→0.1→0.2→0.4→0.6→0.8→
0.6→0.4→0.2→0.1→0 

透水試験 

4 
0→0.1→0.2→0.5→0.7→1.0→
0.7→0.5→0.2→0.1→0 

１ 0→0.1→0.2→0.4→0 
2 0→0.1→0.3→0.6→0 

水押し 

3 0→0.2→0.5→0.8→0 
 
 

 
 ｽﾃｰｼﾞ 昇圧段階（Mpa） 

１ 
0→0.1→0.15→0.2→0.3→0.4
→0.5→0.4→0.3→0.2→0.15
→0.1→0 

2 
0→0.1→0.2→0.3→0.4→0.6
→0.4→0.3→0.2→0.1→0 

3 
0→0.1→0.2→0.4→0.6→0.8
→0.6→0.4→0.2→0.1→0 

透水試験 

4 
0→0.1→0.2→0.5→0.7→1.0
→0.7→0.5→0.2→0.1→0 

１ 0→0.1→0.3→0.5→0 
2 0→0.1→0.3→0.6→0 

水押し 

3 0→0.2→0.5→0.8→0 
 
 

注入圧力  
ステージ 口元圧力(Mpa） 
1 0.3 
2 0.5  

 
ステージ 口元圧力(Mpa） 
1 0.4 
2 0.5  

 
ステージ 口元圧力(Mpa） 
1 0.4 
2 0.6 
3 0.8 
4 1.0 

 
 

 
ステージ 口元圧力(Mpa） 
1 0.5 
2 0.6 
3 0.8 
4 1.0 

 
 

配合切替
基準 

単位：ℓ 

 
単位：ℓ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

※1;1.5配合は4月10日より追加 

単位：ℓ    単位：ℓ 

変更内容
および理
由 

― 

・コンソリデーショングラウチングにおけるルジオン値に
対する単位注入セメント量の増加を図り1st注入圧力
を0.4MPa増加 
・1：2 → 1:1への配合切替の際の目詰まり発生により単
位注入セメント量の減少を抑えるために1:1.5配合を
追加（4月10日より追加） 
 

・カーテングラウチング延伸に伴い3st,4stの注入圧力を
設定 

・カーテングラウチング2stでのルジオン値に対する単位
注入セメント量増加を図り、2stの透水試験、水押しお
よび注入圧力を変更 
・コンソリデーショングラウチング1stの注入厚慮j九
0.4MPaでの限界圧力の把握のために透水試験、水押し
の昇圧段階を0.4MPaにまで変更 
 

・主としてコンソリデーショングラウチングでのルジオン
値に対する単位注入セメント量の増加を図り、1stの透
水試験、水押しの圧力段階0.5MPaまでの昇圧に変更お
よび注入圧力を0.5MPaに変更 

・10Lu～20Lu程度での単位注入セメント量の増加を図り、
ルジオン値毎の配合切替基準を撤廃し、ルジオン値に限
らず、Lu≦10での配合切替基準に変更 

※赤書きは仕様変更箇所 
※上表の注入仕様の項目は変更を行ったもののみを記載 
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Ｌｕ≦１０ １０＜Ｌｕ≦２０ ２０＜Ｌｕ

400 400

400 400 400

400 400 400

400 400

1,600 2,000 2,400

4,000

１：１０ 400 400

１：1.5 400 400 400 400 400 4004,0003,000

工種 コンソリデーショングラウチング カーテングラウチング

Ｌｕ≦１０ １０＜Ｌｕ≦２０ ２０＜Ｌｕ

400

400 400

400 400 400

400 400

2,400 2,800 3,200

3,600

配合

１：８

4,000計

Ｌｕ≦１０

400

400

400

400

1,400

１：２

１：１

2,600

１：６

１：４

２０＜Ｌｕ１０＜Ｌｕ≦２０

400

400 400

1,800

3,000

400

400

400

2,200

ルジオン値に関わらず

400

400

カーテングラウチング

配合

600

3,000計

１：１

400

400１：1.5

１：２ 400

400

600

3,000

工種 コンソリデーショングラウチング

400

400

400

400１：４

１：６

１：８

１：１０

ルジオン値に関わらず

400

400

4,000計 3,000 3,000 3,000 4,000 4,000

400

１：１ 600 1,000 1,400 1,600 2,000 2,400

１：1.5 400 400 400 400 400

400

１：２ 400 400 400 400 400 400

１：４ 400 400 400 400 400

１：６ 400 400 400 400 400 400

１：８ 400 400 400 400

２０＜Ｌｕ

１：１０ 400 400

工種 コンソリデーショングラウチング カーテングラウチング

配合 Ｌｕ≦１０ １０＜Ｌｕ≦２０ ２０＜Ｌｕ Ｌｕ≦１０ １０＜Ｌｕ≦２０




